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納
め
る
人

個
人
住
民
税
は
、１
月
１
日
に
住
ん
で

い
る
市
町
村
に
納
め
ま
す
。

※
例
え
ば
、１
月
５
日
に
別
の
市
町
村
に

引
っ
越
し
て
も
、そ
の
年
は
、１
月
１
日
に

住
ん
で
い
た
市
町
村
に
１
年
間
個
人
住
民

税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
性
格

「
道
府
県
民
税
」と「
市
町
村
民
税
」

個
人
住
民
税
は
、地
方
自
治
体
が
そ
の

市
町
村
や
都
道
府
県
に
住
ん
で
い
る
人
に

対
し
て
、各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
、負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

道
府
県
民
税
と
市
町
村
民
税
を
合
わ
せ
て

個
人
住
民
税
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
内
訳

「
均
等
割
額
」と「
所
得
割
額
」の
合
計

個
人
住
民
税
は
、一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
人
が
均
等
の
額
に
よ
っ
て
負
担
す
る

「
均
等
割
額
」と
、そ
の
人
の
所
得
金
額
に

応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割
額
」と
の
合
計

額
で
す
。

●
均
等
割
額
の
金
額

個
人
住
民
税
の
均
等
割
額
は
、福
岡
県

で
は
１
年
間
に
４
５
０
０
円（
道
府
県
民

税
１
５
０
０
円
・
市
町
村
民
税
３
０
０
０

円
）と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
所
得
割
額
の
計
算
方
法

所
得
割
の
税
額
は
、一
般
に
次
の
よ
う

な
方
法
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

所
得
金
額
と
は

「
所
得
」と「
収
入
」と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、「
収
入
」か
ら
必
要
経
費
な
ど

を
差
し
引
い
た
も
の
が「
所
得
」で
す
。
所

得
の
種
類
は
、10
種
類
で
す
。
主
な
も
の

は
事
業
所
得
、給
与
所
得
、雑
所
得
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、個
人
住
民
税
の
計
算
は
前
年
中

（
前
年
の
１
月
か
ら
12
月
）の
所
得
を
基
準

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。例
え
ば
、平
成
23

年
度
の
個
人
住
民
税
は
、平
成
22
年
中
の

所
得
金
額
を
基
準
に
計
算
し
ま
す
。

所
得
控
除
と
は

所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き

る
も
の
を「
所
得
控
除
」と
い
い
ま
す
。
所

得
控
除
は
全
部
で
14
種
類
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、納
税
者
に
配
偶
者
や
扶
養
親

族
が
あ
る
か
ど
う
か
、病
気
な
ど
に
よ
る

出
費
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
の
個
人
的
な

事
情
を
考
慮
し
て
、そ
の
納
税
者
の
実
情

に
応
じ
た
税
負
担
を
求
め
る
た
め
に
所
得

金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
主
な
控
除
に
配
偶
者
控
除
や

扶
養
控
除
、医
療
費
控
除
、社
会
保
険
料

控
除
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、所
得
税
に
お
い
て
は
、例
え
ば

基
礎
控
除
、配
偶
者
控
除
、一
般
扶
養
控

除
の
額
は
そ
れ
ぞ
れ
38
万
円
で
す
が
、個

人
住
民
税
の
控
除
額
は
そ
れ
ぞ
れ
33
万
円

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、個
人
住
民
税
は
所

得
税
よ
り
も
広
い
範
囲
の
人
に
地
域
社
会

の
費
用
に
つ
い
て
負
担
を
求
め
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

税
率
は
10
パ
ー
セ
ン
ト

所
得
割
の
税
率
は
、所
得
の
多
い
少
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、一
律
に
10
％（
道
府
県

民
税
は
４
％
、市
町
村
民
税
は
６
％
）で

す
。
個
人
住
民
税
は
、道
府
県
民
税
を
含

め
て
、全
て
市
町
村
に
納
税
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
に
納

税
さ
れ
た
道
府
県
民
税
分
は
、市
町
村
か

ら
道
府
県
へ
送
金
し
て
い
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
基
礎
の

個
人
住
民
税
は
仕
組
み
が
複
雑
で
、内
容
が
分
か
り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
年

も
５
月
・
６
月
に
納
税
通
知
書（
納
付
書
や
口
座
振
替
通
知
書
）を
発
送
し
ま
す
。こ
こ
で
は

個
人
住
民
税
の
複
雑
な
計
算
や
細
か
い
内
容
で
は
な
く
、大
ま
か
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

納
税
の
方
法

個
人
住
民
税
の
納
税
の
方
法
に
は
、普

通
徴
収
と
特
別
徴
収
の
二
つ
が
あ
り
、そ

の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
普
通
徴
収
の
方
法

事
業
所
得
者
な
ど
の
個
人
住
民
税
は
、

納
税
通
知
書
に
よ
っ
て
市
町
村
か
ら
納
税

者
に
通
知
さ
れ
ま
す
。
通
常
６
月
、８
月
、

10
月
、翌
年
１
月
の
４
回
に
分
け
て
納
税

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を「
普
通
徴

収
」と
い
い
ま
す
。

納
付
方
法
は
、納
付
書
に
よ
り
納
付
す

る
方
法
と
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

●
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
法

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は
、特
別

徴
収
税
額
通
知
書
に
よ
り
、市
町
村
か
ら

会
社
を
通
じ
て
通
知
さ
れ
ま
す
。

給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は
、会
社
が

毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
て
市
町
村

に
納
入
し
ま
す
。
こ
れ
を「
特
別
徴
収
」

と
い
い
ま
す
。
６
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で

の
12
カ
月
を
１
年
度
と
し
て
納
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
法

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
の
年
金

所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
は
、納
税
通
知

書
に
よ
り
、市
町
村
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
の
支
払
者
が
年
金
の
支
払
の
際

に
そ
の
人
の
年
金
か
ら
個
人
住
民
税
を
天
引

き
し
て
、こ
れ
を
翌
月
の
10
日
ま
で
に
市
町

村
に
納
入
す
る
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

こ
れ
を「
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
」

と
い
い
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
天
引
き
は
、年
６
回

（
偶
数
月
）の
年
金
支
払
の
際
に
行
わ
れ
、

４
月
、６
月
、８
月
、10
月
、12
月
、翌
年
２

月
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

私
の
夫
は
平
成
23
年
２
月
に
死
亡

し
ま
し
た
が
、昨
年
中
に
夫
が
得
た

所
得
に
対
す
る
個
人
住
民
税
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

個
人
住
民
税
は
、毎
年
１
月
１
日
現
在

で
住
所
の
あ
る
人
に
対
し
て
、そ
の
住
所

地
の
市
町
村
が
課
税
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、平
成
23
年
中
に
死
亡
し

た
人
は
平
成
23
年
度
の
個
人
住
民
税
が
課

税
さ
れ
ま
す
。

退
職
し
た
翌
年
に
も
個
人
住
民
税

の
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

個
人
住
民
税
の
計
算
は
前
年
中
の
所

得
を
基
準
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。例
え

ば
平
成
23
年
度
の
個
人
住
民
税
は
、平
成

22
年
中
の
所
得
金
額
を
基
準
に
計
算
し

ま
す
。あ
な
た
の
場
合
、退
職
さ
れ
た
年
分

の
退
職
時
ま
で
の
給
与
な
ど
に
対
す
る
納

税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

な
お
、退
職
者
が
受
け
た
退
職
所
得
に

対
す
る
個
人
住
民
税
は
、退
職
手
当
が
支

払
わ
れ
る
際
に
天
引
き
さ
れ
、そ
の
支
払

者（
特
別
徴
収
義
務
者
）を
通
じ
て
市
町
村

に
納
入
さ
れ
ま
す
。

私
は
平
成
23
年
１
月
20
日
に
Ａ
町

か
ら
Ｂ
市
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
の
個
人
住
民
税
は
ど
ち
ら
へ

納
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
は
、あ
な

た
の
住
所
は
Ａ
町
に
あ
っ
た
の
で
、そ
の

後
Ｂ
市
に
引
っ
越
し
た
と
し
て
も
、平
成

23
年
度
の
住
民
税
は
Ａ
町
に
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課
市
民
税
係（
福

間
庁
舎
）　
☎
４
３
・
８
１
１
７
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個
人
住
民
税
の
あ
ら
ま
し

均等割額 4,500円

内訳　
道府県民税
 1,500円
市町村民税
 3,000円

所得割額の計算式

（所得金額－所得控除）×
税率（10％）＝所得割額

住民税は退職した時に
払ったはずだが…

A町 B市
引っ越し

A町で納める!

1月1日現在の
住所がA町であった場合

よ
く
あ
る
質
問

基礎


